
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

色
いろ

のついた
葉
は

っぱを集
あつ

める

1

糸
いと

をとおして
ネックレスに

2
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葉
は

っぱの
ネックレス

秋
あ き

の
野
や

草
そう

で遊
あそ

ぼう
秋
あ き

の
野
や

草
そう

で遊
あそ

ぼう

木
き

の実
み

や枝
え だ

で
人
に ん

形
ぎょう

をつくる

やわらかい
木
き

の実
み

1

枝
えだ

を切
き

って、さす
2

小
ちい

さな実
み

で
かおをつくってみよう

3

北
きた

アメリカから日
に

本
ほん

にやってきた雑
ざっ

草
そう

で、河
かわら

原
や荒

あ

れ地
ち

などに、かたまって生
は

えているよ。高
たか

さは3mほどもあり、背
せ

が高
たか

くて、小
ちい

さな黄
き

色
いろ

の花
はな

があわだって見
み

えることから、名
な

前
まえ

がつ
けられたんだね。草

くさ

木
き

ぞめにも使
つか

えるよ。

セイタカアワダチソウ
（キク科）

タデの仲
なか

間
ま

の中
なか

では大
おお

がたで、ふしが太
ふと

く
て、高

たか

さは 1～ 1.5mにもなるんだ。ヤナ
ギタデと同

おな

じような場
ば

所
しょ

に生
は

えているけど、
オオイヌタデは花

はな

の穂
ほ

がふっくらしていて、
葉
は

っぱをかじってもからくないんだよ。

オオイヌタデ
（タデ科）

「イヌ」という名
な

前
まえ

の野
や

草
そう

は…
イヌタデ、イヌドクサ、イヌムギ、
イヌビエなどと、野

や

草
そう

には「イヌ」
という名

な

前
まえ

がつくものがいっぱい。
でも、この場

ば

合
あい

の「イヌ」というこ
とばは「役

やく

に立
た

たないもの」という
意
い

味
み

。つまり、動
どう

物
ぶつ

の「犬
いぬ

」のこと
ではないのです。

みぢかな薬
やく

草
そう

「ヨモギ」
ヨモギはおふろの入

にゅう

浴
よく

剤
ざい

としても、
利
り

用
よう

できます。かたこりやねんざに
ききます。また、ひふえんにはドク
ダミ、あせもにはサクラの葉

は

っぱな
どがいいそうです。それぞれの使

つか

い
方
かた

を調
しら

べてから、ためしてみてね。

葉
は

っぱをかじると、とてもからいんだ。おさ
しみのつまや蓼

たで

酢
す

としてアユ料
りょう

理
り

にも使
つか

わ
れているね。ことわざの「タデ食

く

う虫
むし

も好
す

き
ずき」は、こんなからい葉

は

っぱでもそれを食
た

べる虫
むし

がいるということからできたんだよ。

ヤナギタデ
（タデ科）

ススキによくにた草
くさ

で、背
せ

の高
たか

さは2m以
い

上
じょう

になるんだ。茎
くき

はかたくて、穂
ほ

はススキよりも
大
おお

きく、白
しろ

くてきれい。葉
は

っぱの幅
はば

は広
ひろ

いんだ
けど、ふちはするどくて、手

て

を切
き

ってしまうこ
ともあるから注

ちゅう

意
い

してね。

オギ
（イネ科）

秋
あ き

 の野
や

草
そ う

猪
い

名
な

川
がわ

の

秋
あ き

 の野
や

草
そ う

猪
い

名
な

川
がわ

の

食
た

べられる
野
や

草
そう

遊
あそ

べる
野
や

草
そう

 注
ちゅう

意
い

する野
や

草
そう

 薬
くすり

に
なる野

や

草
そう

在
ざい

来
らい

植
しょく

物
ぶつ

もともと日
に

本
ほん

にあった植
しょく

物
ぶつ

帰
き

化
か

植
しょく

物
ぶつ

外
がい

国
こく

からやってきた植
しょく

物
ぶつ

食
た

べられる
野
や

草
そう

遊
あそ

べる
野
や

草
そう

 注
ちゅう

意
い

する野
や

草
そう

 薬
くすり

に
なる野

や

草
そう

在
ざい

来
らい

植
しょく

物
ぶつ

もともと日
に

本
ほん

にあった植
しょく

物
ぶつ

帰
き

化
か

植
しょく

物
ぶつ

外
がい

国
こく

からやってきた植
しょく

物
ぶつ



野
や

草
そう

の名
な

前
まえ

いろいろ
名
な

前
まえ

に使
つか

われていることばには、そ
れぞれ意

い

味
み

があります。クワモドキ
（オオブタクサ）... のモドキは、にて
いるがほんものではないもの。ヒメ
ガマ、ヒメスイバ ... のヒメはおひめ
さまの「ひめ」のことで、小

ちい

さくて
かわいいものをあらわしています。

3mほどの高
たか

さにもなる大
おお

がたのブタクサ。
葉
は

っぱの形
かたち

がクワの葉
は

ににているから、クワ
モドキともいうよ。花

か

粉
ふん

症
しょう

のもとになるやっ
かいもので、いっぱい花

か

粉
ふん

をまきちらすか
ら、気

き

をつけてね。

オオブタクサ
（キク科）

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

枝
えだ

の長
なが

さを
そろえて切

き

る

1

ゴムをとおした
ボール紙

し

を枝
えだ

に結
むす

びつける

2
木
き

の実
み

などを
とばしてあそべるよ

3
大
おお

きな葉
は

っぱを
さがす

1

切
き

り取
と

って
飛
ひ

行
こう

機
き

に

2
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かれ枝
え だ

の
パチンコ

秋
あ き

の
野
や

草
そう

で遊
あそ

ぼう

葉
は

っぱの
飛
ひ

行
こ う

機
き

秋
あ き

の
野
や

草
そう

で遊
あそ

ぼう

河
か わ ら

原に生
は

えるツル性
せい

の 植
しょく

物
ぶつ

で、8 月
がつ

から
11 月

がつ

ごろに白
しろ

い花
はな

がたくさん咲
さ

き、ふた
のある入

い

れ物
もの

のような実
み

がなるよ。猪
い

名
な

川
がわ

には少
すく

ない貴
き

重
ちょう

な種
しゅ

の一
ひと

つだから大
だい

事
じ

にし
よう。

ゴキヅル
（ウリ科）

野
や

草
そう

たちのいたずら
春
はる

や秋
あき

になると、くしゃみや鼻
はな

水
みず

が
止
と

まらなくなるという 病
びょう

気
き

を知
し

っ
ていますか ?これは、花

か

粉
ふん

症
しょう

といい、
花
はな

がまきちらす花
か

粉
ふん

を人
にん

間
げん

がすって
しまってかかるもの。春

はる

はイネ科
か

の
植
しょく

物
ぶつ

、秋
あき

はブタクサやヨモギなど
が、花

か

粉
ふん

症
しょう

のもとになります。

1～1.5cmくらいの小
ちい

さな花
はな

が咲
さ

き、花
はな

びら
に切

き

れこみがあって、上
うえ

から見
み

ると星
ほし

の形
かたち

に
見
み

えるんだ。マメアサガオににてるけど、花
はな

のまんなかの色
いろ

が、赤
あか

むらさき色
いろ

になってい
るのがホシアサガオだよ。

ホシアサガオ
（ヒルガオ科）

ソーセージをくしにさしたような形
かたち

で、穂
ほ

先
さき

がわたぼうしのようになるんだ。血
ち

を止
と

める
効
こう

果
か

があると伝
つた

えられ、昔
むかし

ばなし（神
しん

話
わ

）の
「いなばの白

しろ

うさぎ」は、ガマの花
か

粉
ふん

をつけて、
けがをなおしたのだとか。

ヒメガマ
（ガマ科）

秋
あ き

 の野
や

草
そ う

猪
い

名
な

川
がわ

の

秋
あ き

 の野
や

草
そ う

猪
い

名
な

川
がわ

の

食
た

べられる
野
や

草
そう

遊
あそ

べる
野
や

草
そう

 注
ちゅう

意
い

する野
や

草
そう

 薬
くすり

に
なる野

や

草
そう

在
ざい

来
らい

植
しょく

物
ぶつ

もともと日
に

本
ほん

にあった植
しょく

物
ぶつ

帰
き

化
か

植
しょく

物
ぶつ

外
がい

国
こく

からやってきた植
しょく

物
ぶつ

食
た

べられる
野
や

草
そう

遊
あそ

べる
野
や

草
そう

 注
ちゅう

意
い

する野
や

草
そう

 薬
くすり

に
なる野

や

草
そう

在
ざい

来
らい

植
しょく

物
ぶつ

もともと日
に

本
ほん

にあった植
しょく

物
ぶつ

帰
き

化
か

植
しょく

物
ぶつ

外
がい

国
こく

からやってきた植
しょく

物
ぶつ



豊
とよ

中
なか

市
し

尼
あまが

崎
さき

市
し

伊
い

丹
たみ

市
し

箕
みの

面
う

市
し

池
いけ

田
だ

市
し

川
かわ

西
にし

市
し
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絹延橋絹延橋
（きぬのべばし）（きぬのべばし）

呉服橋呉服橋
（くれはばし）（くれはばし）

軍行橋軍行橋
（ぐんこうばし）（ぐんこうばし）

猪名川橋猪名川橋
（いながわばし）（いながわばし）

園田橋園田橋
（そのだばし）（そのだばし）

猪名川猪名川
（いながわ）（いながわ）

オギオギ群群
ぐんぐん

落落
らくらく

ツルヨシツルヨシ群群
ぐんぐん

落落
らくらく

セイヨウカラシナセイヨウカラシナ群群
ぐんぐん

落落
らくらく

藻川藻川
（もがわ）（もがわ）

ショウリョウバッタ
バッタ科

か

で、ツルヨシ群
ぐん

落
らく

などの草
そう

原
げん

にいる。メヒシバやエノコログサのあ
るところで、よく見

み

かけるよ。

トノサマバッタ
ツルヨシ群

ぐん

落
らく

などの草
そう

原
げん

にいるよ。
バッタ科

か

の虫
むし

。イネ科
か

の草
くさ

が大
だい

好
す

き。

セイヨウミツバチ
ミツバチ亜

あ

科
か

のハチ。明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

にはち
みつをつくるために日

に

本
ほん

につれてこら
れた。セイタカアワダチソウなどの花

はな

によく集
あつ

まってくるよ。

モンシロチョウ
アブラナ科

か

の 植
しょく

物
ぶつ

が大
だい

好
す

きな、シロ
チョウ科

か

のチョウ。家
いえ

の近
ちか

くなどでも
よく見

み

られる。猪
い

名
な

川
がわ

でも広
ひろ

いはんい
にいるよ。

ヒメウラナミジャノメ
ジャノメチョウ科

か

のチョウ。セイヨウ
カラシナ群

ぐん

落
らく

などにすんでいて、低
ひく

い
場
ば

所
しょ

をとんでいる。

キアゲハ
アゲハチョウ科

か

のチョウ。よう虫
ちゅう

はセ
リやニンジンなどが好

す

き。

昆
こ ん

虫
ちゅ う

 とふれあおう
桑津橋桑津橋

（くわづばし）（くわづばし）

チガヤチガヤ群群
ぐんぐん

落落
らくらく

クズクズ群群
ぐんぐん

落落
らくらく

河
かわ ら

原には、いろんな虫
むし

たちが生
い

きているよ。

野
や

草
そう

を観
かん

察
さつ

しに川
かわ

へ行
い

ったときには、

昆
こん

虫
ちゅう

たちのくらしにも注
ちゅう

目
もく

してみよう



春
はるはる

から夏
なつなつ

の野
やや

草
そうそう

きれいに洗
あら

う

はかまを取
と

る

さっとゆでる
みりん、しょうゆ、さとう、
かつおぶしを入

い

れて
グツグツ煮

に

る

てんぷらにして
もおいしいよ

つくしの佃
つくだ

煮
に

根
ね

をきれいに洗
あら

う

根
ね

を 2mmくらいに、
細
ほそ

いものは
1～2cmくらいに切

き

る

カラカラに
なるまで干

ほ

す
鍋
なべ

などで
グツグツと
煮
に

る

お湯
ゆ

が茶
ちゃ

色
いろ

くなったらできあがり
冷
ひ

やしてもおいしいよ

きれいに洗
あら

う

かためにしぼる

のりで巻
ま

く

レモンじると
しょうゆで
食
た

べる

タンポポ茶
ち ゃ

セリの磯
い そ

辺
べ

巻
ま き

27 28

春
はるはる

から夏
なつなつ

の野
やや

草
そうそう

春
はるはる

から夏
なつなつ

の野
やや

草
そうそう

を食
た

べよう！野
や

草
そ う

を食
た

べよう！野
や

草
そ う



月
がつ

　　日
にち

　　（　）天
てん

気
き

野
や

草
そ う

観
か ん

察
さ つ

日
に っ

記
き

猪
い

名
な

川
がわ

の野
や

草
そう

たんけんに出
で

かけたら、その様
よう

子
す

を書
か

こうね。

ちゃんの
なまえをかいてね。
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秋
あきあき

の野
やや

草
そうそう

ごま塩
しお

をふる

皮
かわ

をつけたまま
うすく切

き

る

水
みず

けをとり
160度

ど

の油
あぶら

でパリっとあげる

秋
あきあき

の野
やや

草
そうそう

キクイモチップス

セイタカアワダチソウのてんぷら

水
みず

にさらす

セイタカアワダチソウの
葉
は

っぱをよく洗
あら

う

てんぷら粉
こ

で
衣
ころも

をつける

てんぷら油
あぶら

で
カラッとあげる

月
がつ

　　日
にち

　　（　）天
てん

気
き

を食
た

べよう！野
や

草
そ う

野
や

草
そ う

観
か ん

察
さ つ

日
に っ

記
き

根
ね

っこの
イモを洗

あら

う




